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二六例を列挙しておくと、契約文書特有の用語が一番多く、 「身元」、 「東西毛」、 「去天入地J、
「左来右去j、 「和」、 「要(私要)J、 「挙(挙便)J、 「生」、 「前年」、また随葬衣物疏とも
共通する用語として「時人(時見)J、 「書物数(情書)J、官文書と共通する「取』、 「出Jなど
があり、随葬衣物疏特有の用語としては、 「絹姫」、 「蹴麹嚢(蹴臼嚢/答久嚢/合究嚢)J、 「萩
頭」、 「導」などが、官文書その他の用語として、 「俸J、 「瞳」、 「馬子j、 「馬頭J、 「糧乏J、
「家理(私理)J、 「事諾j、 「蓮」、 「看可」などが、それぞれ取り上げられている。
豊かな資料に裏付けられた論証に疑問をさしはさむ余地はほとんどないが、例えば「東西毛」や
「前年」などは、正直なところよくわからない。と言うのは、前者は毛が無に等しく、 「不在有東
西」の意で死の諌称であるとするが、 「東西毛」の類例は皆無に近い (TatsuroYamamoto and on 
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